
有
力
企
業
の
製
品
・
技
術
〈
順
不
同
〉

　
雷
に
よ
る
被
害
で
あ
る
雷
害
は
、
建
物
や
電
力
設
備
だ
け
で
な
く
、
Ｉ
Ｔ
機
器
や

情
報
シ
ス
テ
ム
に
も
及
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
風
力
発
電
や

太
陽
光
発
電
に
お
い
て
も
落
雷
被
害
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
雷
害
防
止
技
術
に
よ

る
効
果
的
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
国
際
電
気
標
準
会
議

Ｉ
Ｅ
Ｃ

で
は
風

力
発
電
の
雷
保
護
に
関
す
る
規
格
の
改
正
作
業
で
、
日
本
か
ら
冬
季
雷
を
考
慮
し
た

雷
電
流
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
放
電
電
荷
量
６
０
０
ク
ー
ロ
ン
を
提
案
し
た
。

風
力
発
電
、
冬
季
雷
を
考
慮

千
葉
県
銚
子
市
沖
の
洋
上
風
力
発
電
で
落
雷
観
測

サ
ン
コ
ー
シ
ヤ

　
総
合
雷
防
護
企
業
の
サ
ン
コ
ー

シ
ヤ
は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

向
け
に
サ
ー
ジ
防
護
デ
バ
イ
ス

Ｓ
Ｐ
Ｄ

「
Ｍ
Ｚ
Ｓ
Ｒ
―
Ｐ

Ｖ
」
シ
リ
ー
ズ
を
発
売
し
た
。
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
は
落
雷
し
や

す
い
環
境
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
上
に
、
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ナ
ー
な
ど
の
精
密
機
器
が
そ
れ

ぞ
れ
接
続
さ
れ
て
お
り
、
雷
を
受

け
た
際
の
損
害
は
大
き
く
な
り
や

す
い
。
こ
の
た
め
事
前
の
雷
対
策

が
重
要
で
あ
る
。

　
Ｍ
Ｚ
Ｓ
Ｒ
―
Ｐ
Ｖ
シ
リ
ー
ズ

は
、
直
流
１
０
０
０

ま
で
の
直

流
回
路
の
雷
保
護
に
適
用
可
能
。

さ
ら
に
分
離
機
構
を
搭
載
、劣
化

時
な
ど
に
よ
り
安
全
に
分
離
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
他
に
接
地
相

の
有
無
な
ど
、
幅
広
い
シ
ス
テ
ム

に
対
応
し
て
い
る
。

　
同
製
品
だ
け
で
な
く
、
交
流

側
、
監
視
・
計
測
回
路
、
Ｌ
Ａ
Ｎ

な
ど
環
境
に
適
し
た
雷
対
策
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
、
対

策
相
談
や
調
査
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
も
随
時
請
け
負
っ
て
い
る
。

音
羽
電
機
工
業

　
音
羽
電
機
工
業
は
雷
対
策
の

専
門
メ
ー
カ
ー
。
近
年
は
太
陽

光
発
電
設
備
向
け
の
製
品
を
拡

充
し
て
い
る
。
太
陽
光
発
電
設

備
は
広
大
な
敷
地
に
設
置
さ
れ

る
こ
と
が
多
く
雷
被
害
を
受
け

や
す
い
。
信
号
回
線
用
の
サ
ー

ジ
防
護
デ
バ
イ
ス

Ｓ
Ｐ
Ｄ

「
Ｒ
Ｓ
４
８
５
回
線
用
Ｓ
Ｐ

Ｄ
」
な
ど
の
提
供
を
通
じ
て
雷

サ
ー
ジ
被
害
か
ら
の
パ
ワ
ー
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー

Ｐ
Ｃ
Ｓ

や
ス
ト
リ
ン
グ
監
視
装
置
の
保

護
に
注
力
し
て
い
る
。

　
Ｒ
Ｓ
４
８
５
回
線
の
付
近
で

落
雷
が
あ
っ
た
場
合
、
雷
サ
ー

ジ
の
影
響
で
Ｐ
Ｃ
Ｓ
な
ど
の
設

備
に
被
害
が
発
生
す
る
可
能
性

が
あ
る
。
製
品
化
し
た
Ｒ
Ｓ
４

８
５
回
線
用
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
、
日
本

工
業
規
格
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
Ｃ
２

誘
導
雷

、
Ｄ
１

直
撃

雷

に
対
応
。
Ｓ
Ｐ
Ｄ
劣
化
時

は
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

Ｌ
Ｅ

Ｄ

が
消
灯
す
る
た
め
、
点
検

・
交
換
が
容
易
だ
。
同
社
は
今

後
も
雷
対
策
を
通
じ
て
、
社
会

に
安
心
・
安
全
な
「
免
雷
」
の

時
代
を
提
供
す
る
。

昭
電

　
昭
電
は
「
情
報
化
社
会
に
安
全

と
信
頼
を
提
供
す
る
」
企
業
と
し

て
、
雷
害
対
策
や
地
震
対
策
な
ど

を
中
心
と
し
た
総
合
安
全
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提

供
し
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
ど
、
太
陽
光
発
電

Ｐ

Ｖ

所
の
防
災
対
策
や
防
犯
対
策

の
必
要
性
と
方
法
を
正
し
く
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
、
千
葉
県
香
取

市
の
成
田
工
場
内
に
Ｐ
Ｖ
向
け
展

示
場
「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
モ
デ
ル
パ
ー

ク
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
パ
ワ
ー

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー

Ｐ
Ｃ
Ｓ

や
、
気
象
観
測
装
置
を
保
護
す
る

雷
害
対
策
製
品
、
Ｐ
Ｃ
Ｓ
と
付
帯

設
備
を
地
震
か
ら
守
る
免
震
装

置
、
防
犯
面
を
強
化
し
た
侵
入
監

視
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
、
信
頼
性
の

高
い
接
続
箱
な
ど
を
稼
働
、
展
示

し
て
い
る
。

　
こ
の
他
、
雷
害
対
策
製
品
で
通

信
用
の
サ
ー
ジ
防
護
デ
バ
イ
ス

Ｓ
Ｐ
Ｄ

「
Ａ
Ｓ
Ｇ
シ
リ
ー

ズ
」
や
Ｐ
Ｖ
用
Ｓ
Ｐ
Ｄ
「
Ｄ
Ｎ
シ

リ
ー
ズ
」
、
全
領
域
短
絡
遮
断
型

Ｐ
Ｖ
用
接
続
箱
な
ど
を
開
発
し

た
。

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

　
全
国
雷
観
測
網
「
Ｊ
Ｌ
Ｄ

Ｎ
」
で
雷
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
観

測
を
行
う
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ジ

ャ
パ
ン
。
２
０
１
３
年
夏
に
発

売
し
た
雷
・
気
象
情
報
提
供
シ

ス
テ
ム
「
ラ
イ
ト
ニ
ン
グ
ス
コ

ー
プ
　
プ
ラ
ス
が
好
評
だ
。

　
そ
の
理
由
は
新
コ
ン
テ
ン
ツ

「
雷
発
生
予
報
」
に
あ
る
。
落

雷
の
発
生
前
に
発
雷
の
可
能
性

を
予
測
す
る
も
の
で
、
設
定
エ

リ
ア
内
に
発
雷
の
可
能
性
が
高

い
エ
リ
ア
が
生
じ
る
と
、
ア
ラ

ー
ト
通
知
す
る
機
能
を
搭
載
し

た
。
開
発
に
は
Ｊ
Ｌ
Ｄ
Ｎ
の
統

計
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
お
り
、

自
社
で
雷
観
測
網
を
持
つ
強
み

を
生
か
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ

る
。

　
同
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

年
６
月
か
ら
ユ
ー
ザ
ー
の
導

入
事
例
を
公
開
し
て
い
る
。

　
雷
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
対
策

に
頭
を
悩
ま
せ
る
企
業
に
と
っ

て
は
、
対
応
策
を
検
討
す
る
良

い
ヒ
ン
ト
に
な
り
そ
う
だ
。

情報化社会の進展に不可欠雷害防止技術

（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 ７月３日 木曜日 　　

　
雷
害
か
ら
建
物
を
守
る
た

め
の
対
策
と
し
て
「
外
部
雷

保
護
シ
ス
テ
ム
」
と
「
内
部

雷
保
護
シ
ス
テ
ム
」
が
挙
げ

ら
れ
る
。
外
部
雷
保
護
シ
ス

テ
ム
は
人
を
含
む
建
物
を
直

撃
雷

落
雷

か
ら
保
護
す

る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
避
雷

針
で
落
雷
に
よ
る
電
気
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
受
け
、
引
き
下
げ

導
線
を
通
じ
て
地
中
に
放
流

す
る
。

　
一
方
、
落
雷
時
に
建
物
の

引
き
下
げ
導
線
に
流
れ
る
雷

電
流
に
よ
っ
て
、
建
物
内
部

の
導
電
性
部
分

金
属
体

間
に
電
位
差
が
で
き
る
。
そ

の
電
位
差
に
よ
っ
て
は
建
物

内
で
火
災
や
爆
発
を
起
こ
す

よ
う
な
花
火
が
発
生
す
る
。

こ
れ
ら
の
危
険
を
防
止
す
る

対
策
が
内
部
雷
保
護
シ
ス
テ

ム
だ
。
具
体
的
に
は
建
物
内

の
金
属
部
分
を
導
体
ま
た

は
、
サ
ー
ジ
防
護
デ
バ
イ
ス

Ｓ
Ｐ
Ｄ

で
接
続
す
る
等

電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
っ

て
、
機
器
な
ど
の
故
障
を
防

ぐ
。
ま
た
、
生
じ
た
電
位
差

で
も
火
花
放
電
が
起
き
な
い

よ
う
に
距
離
を
離
す
か
、
絶

縁
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
高
度
情
報
化
社
会
の
進
展

に
伴
い
、
回
路
の
電
子
化
が

機
器
の
雷
サ
ー
ジ
耐
量
を
極

端
に
小
さ
く
し
た
。
さ
ら
に

電
源
、
通
信
、
ア
ン
テ
ナ
な

ど
回
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

で
雷
の
侵
入
と
通
過
経
路
が

多
様
化
し
て
、
雷
被
害
が
増

加
し
て
い
る
。
そ
こ
で
通
信

線
を
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
す
る

な
ど
絶
縁
化
の
方
法
の
ほ
か

に
、
通
信
線
と
電
源
線
の
双

方
に
Ｓ
Ｐ
Ｄ
を
取
り
付
け
る

方
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　
送
電
線
へ
の
落
雷
に
伴
う

瞬
時
電
圧
低
下
は
、
例
え
ば

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
へ
の
送
風

な
ど
が
止
ま
っ
て
半
導
体
製

造
工
場
に
大
き
な
被
害
を
与

え
る
。
そ
う
し
た
瞬
時
電
圧

低
下
へ
の
対
策
と
し
て
、
雷

活
動
の
接
近
を
検
知
し
て
自

家
用
発
電
設
備
に
切
り
替
え

る
方
法
な
ど
が
あ
る
。

　
世
界
的
に
導
入
が
進
ん
で

い
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
一
つ
で
あ
る
風
力
発
電
で

も
、
雷
害
対
策
技
術
が
欠
か

せ
な
い
。

　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技

術
総
合
開
発
機
構

Ｎ
Ｅ
Ｄ

Ｏ

と
東
京
電
力
は
、
共
同

で
千
葉
県
銚
子
市
の
沖
合
に

お
い
て
、
国
内
初
の
洋
上
風

力
発
電
の
実
証
運
転
を
２
０

１
４
年
度
ま
で
行
っ
て
い

る
。
そ
の
中
で
風
車
を
支
え

て
い
る
タ
ワ
ー
下
に
雷
電
流

計
測
用
の
ロ
ゴ
ス
キ
ー
コ
イ

ル
を
設
置
し
、
落
雷
の
有
無

だ
け
で
な
く
、
落
雷
時
の
電

流
を
定
量
的
に
観
測
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
は

年
度
ま
で

の
５
年
間
で
研
究
開
発
「
次

世
代
風
力
発
電
技
術
研
究
開

発

自
然
環
境
対
応
技
術

等

落
雷
保
護
対
策
」
を
行

っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
国

内

地
点
の
風
車
設
備
で
の

落
雷
計
測
の
結
果
、
６
８
１

件
の
電
流
波
形
デ
ー
タ
が
計

測
さ
れ
、
Ｉ
Ｅ
Ｃ
の
国
際
規

格
「
風
力
発
電
の
雷
保
護
」

Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
１
４
０
０
―

を
超
え
る
放
電
電
荷
量

３
０
０
ク
ー
ロ
ン
以
上
の
落

雷
を

件
計
測
。
国
内
の
風

車
に
ど
の
レ
ベ
ル
の
対
策
が

必
要
か
を
実
デ
ー
タ
で
示
す

こ
と
が
で
き
た
。

　
こ
う
し
た
日
本
国
内
の
落

雷
の
実
態
を
踏
ま
え
て
、
日

本
電
機
工
業
会

Ｊ
Ｅ
Ｍ

Ａ

は
、
Ｉ
Ｅ
Ｃ
で
風
力
発

電
技
術
の
標
準
化
を
審
議
す

る
風
力
タ
ー
ビ
ン
専
門
委
員

会

Ｔ
Ｃ

の
国
内
審
議

団
体
と
し
て
、
新
し
い
雷
電

流
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
を
、
Ｉ
Ｅ

Ｃ
６
１
４
０
０
―

を
見
直

す
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
チ
ー
ム

Ｍ
Ｔ

の
３
月

日
開

催
の
初
会
合
で
提
案
し
た
。

　
日
本
の
冬
季
雷
を
考
慮
し

て
、
放
電
電
荷
量
３
０
０
ク

ー
ロ
ン
よ
り
上
の
同
６
０
０

ク
ー
ロ
ン
な
ど
を
提
案
し

た
。
今
後
９
月
、

年
２
月

と
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る

Ｍ
Ｔ

の
会
合
で
、
詳
し
い

審
議
が
行
わ
れ
る
予
定
だ
。

　
６
０
０
ク
ー
ロ
ン
な
ど
は

風
力
発
電
の
雷
保
護
に
つ
い

て

年
中
に
発
行
予
定
の
日

本
工
業
規
格

Ｊ
Ｉ
Ｓ

に

盛
り
込
ま
れ
る
見
込
み
だ
。


